
国立大学法人山形大学の中期計画新旧対照表
現 行 変 更 案 変更理由

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとる Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとる

べき措置 べき措置

３ その他の目標を達成するための措置 ３ その他の目標を達成するための措置

（３）附属学校に関する目標を達成するための措置 （３）附属学校に関する目標を達成するための措置

1)教育・研究活動の基本方針 1)教育・研究活動の基本方針

3-3.附属養護学校においては，児童生徒のニーズと主体性 3-3.附属特別支援学校においては，児童生徒のニーズと主 国立大学法人

とを尊重する授業づくりに取り組み 「個別支援計画」 体性とを尊重する授業づくりに取り組み 個別支援計画 法施行規則の一， ，「 」

がより適切なものとなるよう工夫するために，同計画の がより適切なものとなるよう工夫するために，同計画の 部改正に基づく

見直しを年２回行う。 見直しを年２回行う。 校名変更

2)学校運営の改善の方向 2)学校運営の改善の方向

2-3.附属養護学校児童・生徒と附属幼稚園・小学校・中学 2-3.附属特別支援学校児童・生徒と附属幼稚園・小学校・

校の幼児・児童・生徒との恒常的な交流と共生を図るシ 中学校の幼児・児童・生徒との恒常的な交流と共生を図

ステムを構築する。 るシステムを構築する。

3-3.附属養護学校においては，新たな就学基準に対応した 3-3.附属特別支援学校においては，新たな就学基準に対応

選抜方法を具体化する。 した選抜方法を具体化する。

3)地域社会との連携等 3)地域社会との連携等

1-4.養護学校では，特別支援教育や高等部卒業後の進路指 1-4.附属特別支援学校では，特別支援教育のセンター的機 学校教育法並

導のための研修会を年２，３回開催し，地域の学校にも 能を強化し 研修会の開催や教育相談活動の充実に努め びに国立大学法， ，

開放し，公立学校教員の研修に寄与する。 地域の特別支援教育の推進並びに発展に寄与する。 人法施行規則の

一部改正に基づ

く変更
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国立大学法人山形大学の中期計画新旧対照表
現 行 変 更 案 変更理由

Ⅱ．業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにと Ⅱ．業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにと

るべき措置 るべき措置

４ 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置 ４ 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置 平成18年 6月

2-2.事務の電算化を推進するとともに，ＩＴ（情報技術）を 2-2.事務の電算化を推進するとともに，ＩＴ（情報技術）を 20日付文部科学

活用した事務処理の簡素化，迅速化を図る。また，平成17 活用した事務処理の簡素化，迅速化を図る。 省高等教育局国

年６月29日に各府省情報化統括責任者（ＣＩＯ）連絡会議 立大学法人支援

において決定された「独立行政法人等の業務・システム最 課通知により、

適化実現方策」を踏まえ，主要な業務・システムの最適化 本学保有の主要

を図る。 な業務・システ

ムは最適化の対

象外となったた

め
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国立大学法人山形大学の中期計画新旧対照表
現 行 変 更 案 変更理由

別表（収容定員） 別表（収容定員）

人文学部 １，２４０人 人文学部 １，２４０人 工学部入学定

地域教育文化学部 ９６０人 地域教育文化学部 ９６０人 員(Bｺｰｽ)の削減

(うち教員養成に係る分野 １２０) (うち教員養成に係る分野 １２０人) のため

平 理学部 ７４０人 平 理学部 ７４０人

医学部 ８６０人 医学部 ８６０人 医学系研究科

成 (うち医師養成に係る分野 ６００人) 成 (うち医師養成に係る分野 ６００人) 看護学専攻博士

工学部 ２，８０６人 工学部 ２，７４３人 後期課程設置に

19 農学部 ６２０人 19 農学部 ６２０人 よる定員の増加

社会文化 研究科 ２４人 社会文化 研究科 ２４人 及び看護学専攻システム システム

年 うち 修士課程 ２４人 年 うち 修士課程 ２４人 修士課程を博士（ ） （ ）

教育学研究科 ７８人 教育学研究科 ７８人 前期課程に変更

度 うち 修士課程 ７８人 度 うち 修士課程 ７８人 するため（ ） （ ）

医学系研究科 １７４人 医学系研究科 １７７人

うち 修士課程 ３２人 うち 修士課程 １６人 理工学研究科

博士課程 １０４人 博士課程 １０４人 有機デバイス工

博士前期課程 ２０人 博士前期課程 ３６人 学専攻の設置を

博士後期課程 １８人 博士後期課程 ２１人 始めとする博士

理工学研究科 ６３７人 理工学研究科 ６８２人 前期課程の定員

うち博士前期課程 ５３８人 うち博士前期課程 ５８３人 の増加のため

博士後期課程 ９９人 博士後期課程 ９９人

農学研究科 ９６人 農学研究科 ９６人

（ ） （ ）うち 修士課程 ９６人 うち 修士課程 ９６人
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現 行 変 更 案 変更理由

別表（収容定員） 別表（収容定員）

人文学部 １，２４０人 人文学部 １，２４０人 工学部入学定

地域教育文化学部 ９６０人 地域教育文化学部 ９６０人 員(Bｺｰｽ)の削減

理学部 ７４０人 理学部 ７４０人 のため

平 医学部 ８６０人 平 医学部 ８６０人

(うち医師養成に係る分野 ６００人) (うち医師養成に係る分野 ６００人) 医学系研究科

成 工学部 ２，８０６人 成 工学部 ２，６８０人 看護学専攻博士

農学部 ６２０人 農学部 ６２０人 後期課程設置に

20 20 よる定員の増加

社会文化 研究科 ２４人 社会文化 研究科 ２４人 及び看護学専攻システム システム

年 うち 修士課程 ２４人 年 うち 修士課程 ２４人 修士課程を博士（ ） （ ）

教育学研究科 ７８人 教育学研究科 ７８人 前期課程に変更

度 うち 修士課程 ７８人 度 うち 修士課程 ７８人 するため（ ） （ ）

医学系研究科 １７４人 医学系研究科 １８０人

うち 修士課程 ３２人 うち 博士課程 １０４人 理工学研究科

博士課程 １０４人 博士前期課程 ５２人 有機デバイス工

博士前期課程 ２０人 博士後期課程 ２４人 学専攻の設置を

博士後期課程 １８人 始めとする博士

理工学研究科 ６３７人 理工学研究科 ７２７人 前期課程の定員

うち博士前期課程 ５３８人 うち博士前期課程 ６２８人 の増加のため

博士後期課程 ９９人 博士後期課程 ９９人

農学研究科 ９６人 農学研究科 ９６人

（ ） （ ）うち 修士課程 ９６人 うち 修士課程 ９６人
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現 行 変 更 案 変更理由

別表（収容定員） 別表（収容定員）

人文学部 １，２４０人 人文学部 １，２４０人 工学部入学定

地域教育文化学部 ９６０人 地域教育文化学部 ９６０人 員(Bｺｰｽ)の削減

理学部 ７４０人 理学部 ７４０人 のため

平 医学部 ８６０人 平 医学部 ８６０人

(うち医師養成に係る分野 ６００人) (うち医師養成に係る分野 ６００人) 医学系研究科

成 工学部 ２，８０６人 成 工学部 ２，６４０人 看護学専攻博士

農学部 ６２０人 農学部 ６２０人 後期課程設置に

21 21 よる定員の増加

社会文化 研究科 ２４人 社会文化 研究科 ２４人 及び看護学専攻システム システム

年 うち 修士課程 ２４人 年 うち 修士課程 ２４人 修士課程を博士（ ） （ ）

教育学研究科 ７８人 教育学研究科 ７８人 前期課程に変更

度 うち 修士課程 ７８人 度 うち 修士課程 ７８人 するため（ ） （ ）

医学系研究科 １７４人 医学系研究科 １８３人

うち 修士課程 ３２人 うち 博士課程 １０４人 理工学研究科

博士課程 １０４人 博士前期課程 ５２人 有機デバイス工

博士前期課程 ２０人 博士後期課程 ２７人 学専攻の設置を

博士後期課程 １８人 始めとする博士

理工学研究科 ６３７人 理工学研究科 ７２７人 前期課程の定員

うち博士前期課程 ５３８人 うち博士前期課程 ６２８人 の増加のため

博士後期課程 ９９人 博士後期課程 ９９人

農学研究科 ９６人 農学研究科 ９６人

（ ） （ ）うち 修士課程 ９６人 うち 修士課程 ９６人
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